
２０２６年３月 治安情報 当館管轄国（発生件数）

上記グラフの数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。

1

国名／項目 殺人 強盗等 傷害等 誘拐 性犯罪 銃器使用率

トリニダード・トバゴ ２６ ２２ ８ ３ ０ ６６%

ガイアナ ８ ２ ２ ２ ０ ２１%

グレナダ ０ ０ ０ ０ ０ ０%

スリナム ０ ８ ４ ０ ０ ８３%

セントビンセント ５ １ ０ ０ ０ ８３%

セントルシア ５ １ １ ０ ０ ８６%



治安情報（トリニダード・トバゴ）（発生件数）

上記グラフの数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。 2

○殺人事件は２６件発生しましたが、被害者数は７６人に達しており、１事件あたりの被害が甚大化している傾向が顕著です。
特に首都ポートオブスペインでは、殺人５件、強盗４件が集中しており、依然として治安の核心部となっています。銃器使用
率も６６％と高水準を維持しており、昨年同様、極めて厳しい警戒態勢が必要です。
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トリニダード・トバゴ警察方面別
殺人事件発生件数状況（２０２６年３月）

上記グラフの数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。 3

西部
１件

東部
５件

南部
１件

南西部
４件

トバゴ島
３件

首都
５件

中部
２件

北東部
2件

北部
３件

時間帯 ０時～３時 ３時～６時 ６時～９時 ９時～１２時 １２時～１５時 １５時～１８時 １８時～２１時 ２１時～０時

件数 ３件 ０件 ４件 ３件 3件 ４件 ４件 ５件



２０２５年治安情報 当館管轄国（被害者数）

※注：管轄国の数値は現地報道等に基づく当館独自集計（暫定値）。日本の数値は警察庁発表の2024年確定値に基づく2025年推計値。

国名／項目 殺人 強盗等 傷害等 誘拐 性犯罪 銃器使用率

トリニダード・トバゴ
件数 368 710 297 20 11

70.81%
10万人 24.53 47.33 19.80 1.33 0.73 

ガイアナ
件数 93 46 22 － －

43.79%
10万人 11.12 5.50 2.63 － －

グレナダ
件数 － － 4.00 － －

100.00%
10万人 － － 3.33 － －

スリナム
件数 26 68 15 － 1

62.03%
10万人 4.06 10.63 2.34 － 0.16 

セントビンセント
件数 33 4 12 － －

58.14%
10万人 33.00 4.00 12.00 － －

セントルシア
件数 40 3 6 － －

82.50%
10万人 22.22 1.67 3.33 － －

日本
件数 980 1,430 52,000 600 9,850

－
10万人 0.79 1.16 42.00 0.48 7.96 



安全対策の基本的心構え

安全のための三原則を順守

「目立たない」

犯罪者やテロリストは、標的を選ぶ際にまずは目立つ人物に目を付ける傾向があります。

「行動を予知されない」

行動のパターン化は、犯罪者、テロリストなどに攻撃計画を立てやすくします。

「用心を怠らない」

家族全員、組織全体で気持ちを引き締める機会を定期的に持つことが必要です。
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